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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 現在、子どもの教育をめぐって種々の問題が指摘されている。その一つが家庭における子どもの教育の問題
である。本研究は、この家庭における子どもの教育について、近代から今日にいたるまでの変遷を筆者の視点
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「わが子の非行」に対して反応したと考察している。 
 第７章では、高度経済成長期に注目を浴びた家庭教育論を参考にその注目の理由を取り上げ、そこから家庭
の意識を形作った価値観について考察している。 
 高度経済成長期の石原慎太郎著『スパルタ教育―強い子どもに育てる本』は、家庭教育が家庭で完結すると
いう「分かりやすさ」があったこと、また、同時期の丸岡秀子に代表される教育運動の思想にも、子どもの学
習権を中核としながら、あるいはそれゆえに家庭主義の発想があったと指摘している。ここに家庭教育を家庭
で完結させる考え方が、この時期に強化され、現在の子育て家庭をみるまなざしの枠組みになっていると考察
している。 
 丸岡秀子の議論から見て取ることができるのは、親が行う子どもの学習権の要求は、子どもの将来の安定や、
せめてなんらかの仕事についてほしいという意識と繋がっていること、それゆえ、戦後の親意識は、学歴社会
や能力主義を育ててきたと指摘している。このありようが、現在の子育て家庭の枠組みであり、それは個人中
心主義を基盤にせざるをえないと筆者は考えるのである。 
 第８章では、家庭主義の克服としての社会的子育てに関して、次の時代となる1980年代の家庭教育政策の公
的な論点変容に注目している。子どもの育ちは家族だけでは担えず、多くの人々に支えられて展開するという
ことを、1983年国際セミナーをきっかけに合意が形成されていく経過について書いている。また、WMS調査か
ら、子ども自身も親以上に、地域の「人」への信頼を表現していた。子どもにとっての地域の意味に「近所の
おばさん」は大きな位置を占めていたという調査結果は、大人たちへの「発想の転換」を迫る大切な問題提起
であったが、これは、その後の子どもをめぐる議論の中では、重視されずに展開してきたと筆者は考えている。 
 終章は、本研究のまとめである。本研究によって、近代から現代にいたる家庭の教育関心の変遷を見てくる
と、戦後の家庭が自ら教育責任を負うようになり、家庭の教育責任の重視にいたる構築過程が見られたと結論
づけている。 
 本研究のテーマである「家庭の教育責任の重視」には、社会による「家庭の教育責任」強調の進行とともに、
家庭が自ら教育責任を増大させるようになった意味も含まれているのである。 
 本研究は、教育思想史研究の中でもまだ手薄な分野である家庭教育の役割と意味について考察したものであ
るが、この分野の研究における重要な業績の一つであると評価できる。 
 よって、本論文は博士（学術）の学位に値するものであると認定した。 
